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１.四半期財務情報の作成等に係る事項

　　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

          ・法人税等の計上基準・・・・・法定実効税率をベースとした簡便的な方法により計算しております。

          ・たな卸資産の計上基準・・・帳簿たな卸高によって算定しております。

          ・その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。

          ・なお、当第１四半期及び前第１四半期の数値については監査法人による監査を受けておりません。

　　②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有

           当第１四半期より「 固定資産の減損に係る会計基準 」を適用しており、これによる減損損失2,227百万円を

        特別損失に計上しております。

　　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２. 平成 18年 3月期第１四半期財務・業績の概況（ 平成 17年 4月 1日  ～  平成 17年 6月 30日 ）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満の端数切捨て）

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比率であります。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］
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当第１四半期連結会計期間における世界経済は、引き続き米国・アジアにおいて景気拡大が継続しているものの、 

欧州では景気の減速傾向が続いております。一方国内経済は輸出産業を中心に回復傾向があるものの、ＩＴ関連分野 

における在庫調整、原油価格の高止まりなどの影響もあり、全体として厳しい状況で推移しました。 

当社グループの第１四半期につきましては、大判インクジェットプリンタを中心とした情報画像関連事業では、アジア 

および北米の売上が堅調に推移しているものの、国内市場や前年度は新製品効果で業績に大きく貢献した欧州市場 

での売上高が減少いたしました。また、情報サービス事業では製造業向けＣＡＤソフトの売上高が伸びたものの、ソフト 

開発の受託を中心としたソリューション部門ではＩＴ業界でのサービス単価の下落傾向が続くなど依然として厳しい状況 

で推移いたしました。 

これらの結果、売上高は６６億３９百万円（前年同期比 9.0％減）、営業利益は１億２０百万円（前年同期比 67.1％減）、 

経常利益は２億２５百万円（前年同期比 52.5％減）となりました。なお、第１四半期純利益は「固定資産の減損に係る会 

計基準」を適用したことから２１億８７百万円の損失となりました。今回の減損損失につきましては、平成１７年５月２０日 

の決算発表の業績予想において開示しております。 

なお、売上高については当初見込みに対し若干下回っておりますが、利益面ではほぼ当初見込みの通りに推移して 

おります。 
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(2)財政状態（連結）の変動状況

(3)連結キャッシュ･フローの状況

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

［ご参考］ 平成18年3月期の連結業績予想（平成17年4月1日～平成18年3月31日）
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総資産は主に現金および預金の増加３億２１百万円、たな卸資産の増加１億２２百万円等があったものの、固定資産 
の減損に係る会計基準適用による固定資産の減少２２億２７百万円により、前連結会計年度末に対し２１億７５百万円 
減少し、２７２億８８百万円となりました。 

 
キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローの増加で、第１四半期末の現金及び現金同等物 
は期首に比べ３億２１百万円増加し、７４億５５百万円となりました。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純損失の計上２０億２７百万円等の資金減少要因があったものの、資金流出を伴わない 
固定資産の減損損失２２億２７百万円の増加要因に加え、売上債権の減少１億５５百万円、仕入債務の増加１億 
４３百万円等の資金増加要因より、４億４百万円の収入（前年同期比３億２４百万円の収入増）となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 
固定資産の取得による支出９５百万円、有価証券売却による収入７９百万円等により、２１百万円の支出（前年 
同期比７０百万円の支出減）となりました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 
長期借入金の借換え等があり、１９百万円の支出となりました。 

前述のように第１四半期の業績がほぼ当初見込みの通りに推移していることから、中間および通期の業績見通しに 

つきましては、平成１７年５月２０日に発表いたしました業績予想を変更しておりません。 

なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開示する予定です。 
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